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はじめに
　近年では大学の授業におけるアクティブ・ラー
ニングの重要性が認識され、講義形式の授業だけ
ではなく、グループディスカッションや学生によ
るプレゼンテーションなど、学生が能動的に授業
に参加する授業形態が求められるようになった1 ）。
しかし、大学のキリスト教科目では、知識伝達型
の授業形態が主流であり、学生参加型の授業形態
が取り入れられることは、いまだ例外的である。
キリスト教科目において参加型授業を行いにくい
理由としては、聖書の内容やその背景、神学的概念、
キリスト教の歴史等の解説が中心となるという内
容的な制約が挙げられる。聖書やキリスト教史に
関する各種視聴覚教材が作成され、授業の中に導
入され始めたとはいえ、学生が能動的に参加する
授業を実施することはなかなか難しいというのが
現状ではないだろうか。
　しかしながら、キリスト教のメッセージが学生
一人一人の心に届くためには，講義をただ座って
聴くという受動的な学びのみではなく，学生の側
からの能動的な学びによる気づきの体験を取り入
れることが望ましいであろう。本稿は、キリスト
教教育におけるアクティブ・ラーニングの試みと
して、筆者が「キリスト教概論」において、ドラ
マ教育を取り入れた実践例の紹介である。筆者は、
2011年度および2012年度に児童学科の「キリスト
教概論」において、また2013年度および2014年度
にはこども心理学科の「キリスト教概論」において、
学生によるキリスト降誕劇を取り入れた。
1.　キリスト降誕劇の教育的効果
　さかのぼると中世ヨーロッパでは受難劇や降誕
劇等の宗教劇が盛んに上演されていた。中世にお
いて演劇は、「書物や造形美術に劣らず、いやそれ
以上に民衆の教育や文化の創造に大きな役割を果
たし」、「演劇の持つ人間的ふれあいをとおしてキ
リスト教の教えを体得するという点」で教育的効
果を持っていたことが指摘されている2 ）。当時宗
教劇は、文字が読めない民衆に対して、聖書の内
容の理解を助ける手段として用いられていたので
ある。伝統的にキリスト教教会では、聖書物語を
劇で演ずるということに教育的効果を見いだして
きた。受難劇や降誕劇を行うという教会の伝統は
今でも続いている。例を挙げると、南ドイツの村
オーバーアマガウでは、十年に一度村人によって
受難劇が上演されることで有名である。日本では
教会の子ども礼拝（教会学校）や、キリスト教系
の小学校・幼稚園・保育園でクリスマスには降誕
劇が盛んに演じられている。筆者が児童学科の「キ
リスト教概論」に降誕劇を取り入れたきっかけは、
児童学科には保育士を目指している学生が多く、
将来子どもたちに降誕劇の指導をする可能性があ
ると考えたからである。実際に降誕劇を授業に取
り入れて実感したことは、学生自身にとってクリ
スマスの出来事の理解が深まるという教育的効果
があることであった。
2.　「キリスト教概論」におけるドラマ教育
の導入
　今日初等・中等教育において、「演じる過程を中
心とした学習手法」としてのドラマ教育への関心
が高まっている3 ）。小・中・高等学校の学習指導
要領において、児童生徒の「生きる力を育む」こと、
そして問題解決学習とそのために必要な思考力・
判断力・表現力の育成が目標として掲げられて、
新たな授業改革が進み、その流れの中でドラマ教
育が徐々に取り入れられているという4 ）。筆者は
この手法を大学におけるアクティブ・ラーニング
として「キリスト教概論」の授業にも取り入れら
れるのではないかと考えた。
　12月のクリスマス礼拝の前の 2 週間、「キリスト
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5教概論」の授業の 2 時間分をクリスマスに関する
授業としてキリスト降誕劇の準備と実演に充てた。
カリキュラム上時間的制約のある中で効果的に降
誕劇を取り入れるにはどのようにしたらよいかを
工夫した。その記録が以下のものである。　
（ 1 ）活動のねらい
　聖書に記載されたクリスマスの出来事を体得し、
深く理解することがねらいである。
（ 2 ）テキストと小道具
　テキストは、台本として聖書（新共同訳）の該
当箇所を一枚のプリントに印刷したものを配布し
た。聖書の言葉はアレンジせずに、あえてそのま
ま用いた。
　小道具は、最初の 2 年間は、マリア、ヨセフ、
羊飼い、学者のかぶり物や、羊飼いの杖、学者の
贈り物、天使の羽等、以前大学のクリスマス礼拝
の降誕劇で使ったかなり本格的な物を用いた。後
半の 2 年間は、小道具を教師が用意せず、グルー
プごとにその場にある物を用いて、学生たちが工
夫しながら演出を作り上げていった。たとえばマ
フラーやスカーフを頭に巻いたり、羊飼いの杖の
代わりに傘を使ったり、学者の贈り物にペンケー
ス等を用いたりしていた。
（ 3 ）劇の構成
　降誕劇は四幕の構成とし、第一幕はルカによる
福音書 1 章26節–38節の天使ガブリエルがマリアに
キリストの誕生を告げる場面（登場人物はマリア
と天使）、第二幕はルカによる福音書 2 章 1 節– 7
節のキリストの誕生の場面（登場人物はマリアと
ヨセフ）、第三幕はルカによる福音書 2 章 8 節–20
節の天使が羊飼いにキリストの誕生を告げ、羊飼
いたちがキリストの誕生を祝いに来る場面（登場
人物は羊飼いたち、天使、天の大群）、第四幕はマ
タイによる福音書 2 章 1 節、 9 節–12節の東方の占
星術の学者たちが星に導かれてキリストを拝みに
来る場面（登場人物は学者たち、星、マリア、ヨ
セフ）である。
　授業 2 時間分で降誕劇の準備と実演を行うため
に、聖書朗読者（ナレーターとセリフ役）と役者
を分けた。役者はセリフを覚える必要がなく、朗
読に合わせて演技をすることだけに徹することに
より、練習時間を短縮することができるからであ
る。そしてクラスの全員が劇に参加し、他のグルー
プの観客となることとした。
（ 4 ）授業の流れ
　①導入
　 1 時間目の前半で、教師によるクリスマスの出
来事の概略と背景の解説を行う。
　②展開
　 1 時間目の後半で、いくつかのグループに分か
れ、グループワークを行う。まずグループ内で聖
書を読むことから始め、登場人物を抜き出し、監
督と聖書朗読者と配役を決める。グループ内での
ディスカッションにより役割分担を決めることは、
聖書の内容を各自が注意深く検討する機会となる。
役割が決まった後は、学生の監督のもと、劇の練
習を始める。
　 2 時間目の授業の前半で、降誕劇の練習の続き
を行う。 2 時間目の後半で、各グループが教室の
前に出て、約10分間の降誕劇の実演を行う。学生
たちは、クラスメートたちの演技を観て大いに楽
しむのみでなく、自分たちのグループとは違う演
出があることに気づかされる。
　③まとめ
　 2 時間目の最後に、各自コメントシートに、グ
ループワークと降誕劇を振り返り、感想や意見を
記す。何人かの学生に感想を発表してもらい、
フィードバックを行う。
（ 5 ）学生の反応
　学生の感想を見ると、「話し合って協力しあえて、
自分たちなりの理解ができてよかった」、「聖書の
内容がよく分かった」等、多くの学生が降誕劇を
準備し行うことによって、クリスマスの出来事の
理解が深まったと実感していた。また「自分たち
で考え工夫して劇を完成させた過程が楽しかった」、
「他のグループが工夫して演じているのを観て、楽
6しかった」等、楽しみながら授業に参加している
学生が多かったことが分かった。
　学生の反応から読み取れることは、学生が能動
的に授業に参加することは学生にとって楽しいこ
とであり、授業の内容の理解も深まるということ
である。
おわりに
　キリスト教教育におけるアクティブ・ラーニン
グの一つの試みとして、「キリスト教概論」におけ
る降誕劇を取り入れた授業を紹介した。授業内で
の降誕劇は、最後の上演が主な目的なのではなく、
そこに至る準備の過程で、グループ内の学生が協
力し、共同の作業の中で、聖書の内容について理
解を深め、内容を表現する体験を通して、クリス
マスの出来事に登場する人物や出来事を身近に感
じるようになり、各自あらたな発見をすることが
主な目的となる。またグループで、一つの劇を作
り上げていくということは、協調性やコミュニケー
ション能力、表現力をも身に付けていくことにも
なるであろう。
　以上のことから、「演じる過程を中心とした学習
手法」としてのドラマ教育をキリスト教教育にも
取り入れることは教育効果として有効であると思
われる。筆者は以前いくつかのイエスのたとえ話
をグループごとに演じさせ、解釈させるというグ
ループワークを試みたことがあるが、今回の降誕
劇と同様に、その際も教育効果を実感することが
できた。このことはまた別の機会に論じたい。こ
のささやかな試みが、キリスト教科目におけるア
クティブ・ラーニングの導入について何らかの参
考になれば幸いである。
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